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＜H28-pm-No1-A：問題（必須）＞ 

 

問Ａ 次の文は、測量法（昭和24年法律第188 号）の条文の一部である。  ア  ～  カ  に

入る語句を解答欄に記せ。 

 

第三条 この法律において｢測量｣とは  ア  の測量をいい、地図の調製及び測量用写真の撮影を

含むものとする。 

第五条 この法律において｢公共測量｣とは、基本測量以外の測量で次に掲げるものをいい、建物に

関する測量その他の局地的測量又は小縮尺図の調製その他の高度の精度を必要としない測量で

政令で定めるものを除く。 

一 その実施に要する費用の全部又は一部を  イ  又は  ウ  が負担し､又は補助して実施

する測量 

二 （略） 

第十一条 基本測量及び公共測量は、次に掲げる測量の基準に従って行わなければならない。 

一、二（略） 

三 測量の原点は、  エ  及び  オ  。とする｡ただし、離島の測量その他特別の事情があ

る場合において、国土地理院の長の承認を得たときは、この限りでない。 

 四（略） 

第四十八条 技術者として基本測量又は公共測量に従事する者は、第四十九条の規定に従い登録さ

れた測量士又は測量士補でなければならない。 

２ 測量士は、測量に関する  カ  を作製し､又は実施する。 

３ 測量士補は、測量士の作製した  カ  に従い測量に従事する。 
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＜H28-pm-No1-B：問題（必須）＞ 

 

問Ｂ  次のａ～ｆの文は、公共測量における測量作業機関の対応について述べたものである｡正し

いものにはＯを、間違っているものには×及び正しい対処法を 50 字以内で、それぞれ解答

欄に記せ。 

 

a. 基準点測量の作業地域において、雨が降り続き大雨警報が発表されたが、GNSS観測を実施した。 

b. 基準点測量における GNSS 観測の際、アンテナ高を、㎜単位で測定するところ、作業員の一人

が㎝単位で測定していた。しかし、点検計算の結果がすべて許容範囲内であったため測量計画

機関には報告せず、そのまま作業を続けた。 

c. 用地測量の現地調査において、国有、公有又は私有の土地に立ち入ることが必要となることか

ら、占有者への事前の通知と測量計画機関が発行した身分を示す証明書の携帯を作業員に指示

した。 

d. 基準点測量において既知点の調査中に傾斜している基本測量の三角点の標石を発見した。スコ

ップと水平器を持ち合わせていたため、その場で傾斜を直した。 

e. 水準測量において往復観測値の較差が許容範囲を超過した。このまま再測を実施すると道路使

用許可を受けた期間を超えてしまうことが明らかであったが、観測を終了させるために再測を

実施した。 

f. 自社のホームページに測量作業を受注したことを公表するとともに、測量計画機関から貸与さ

れた点の記を掲載した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

平成 28 年度 測量士試験 問題 午後 No1 必須 

~ 3 ~ 
 

＜H28-pm-No1-C：問題（必須）＞ 

 

問Ｃ  Ａ市では公共測量として道路計画のための基準点測量を実施することとした。図1-1はＡ

市が作成した公共測量実施計画書の－部、図1-2は図1-1の内容に従ってＡ市が作成した製

品仕様書の概覧部分、図1-3は図1-11についての技術的助言である。次の各問に答えよ。 

 

問C-1  図1-1の測量を実施する場合に、Ａ市が測量計画機関として行う必要がある測量法に基づ

く手続きの中から三つをあげ、それらの内容及び手続き先を、それぞれ解答欄に記せ。 

ただし、国土地理院の長への公共測量実施計画書の提出は除く。 

 

問 C-2  国土地理院の長が技術的助言を行うに当たり、図1-1 に次のａ及びｂの項目が記載され

ていることが必要となる主な理由を、測量法の目的の観点から、それぞれ解答欄に記せ。 

a. 測量地域 

b. 測量方法 

 

問C-3  図1-2の  ア  ～  エ  に入る適当な語句を、必要に応じて図1-1の 計画書の記載

から引用し、解答欄に記せ。 

 

問C-4  図1-3の下線の語句について、その既要を解答欄の「PCV」の例に倣って、それぞれ解答

欄に記せ。 

 

問C-5  図1-3の「2.(1)エ」に記載された技術的助言に基づき、公共測量の基準点の標高成果の

改定を行う場合の主な方法を具体的に二つ、それぞれ解答欄に記せ。 
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図1-2
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図1-3
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＜H28-pm-No1-D：問題（必須）＞ 

 

問Ｄ 測量作業機関は、測量計画機関が定める測量の計画や製品仕様書に基づき、作業計画を立案

し、適切な工程管理、精度管理を行い、安全を確保して作業を行わなければならない。次の各

問に答えよ。 

 

問 D-1 次の文は、測量作業機関が立案する作業計画について述べたものである。下線の語句につ

いて、正しいものには○を、間違っているものには正しい語句を、それぞれ解答欄に記せ。 

 

測量作業機関は、①測量作業受注前に、測量作業の方法、使用する主要な機器、要員、日程等に

ついて適切な作業計画を立案し、これを②国土地理院の長に提出して、その③技術的助言を得なけれ

ばならない。作業計画を④変更しようとするときも同様とする。 

 

問 D-2 測量作業機関は、作業計画に基づき適切な工程管理、精度管理を行わなければならない。

このうち工程管理の目的と具体的な方法を、解答欄に示した精度管理の例に倣って、解答欄

に記せ。 

ただし、具体的な方法については｢作業計画の立案｣を除く。 

 

問 D-3 測量作業機関は、現地での測量作業において、作業者の安全の確保について適切な措置を

講じなければならない。現地での測量作業の安全の確保のために、日々の作業前に実施すべ

きことのうち主なものを二つ、解答欄に示した例に倣って、それぞれ解答欄に記せ。 

また、現地での事故に当たって優先してとるべき措置のうち主なものを二つ、解答欄に示

した例に倣って、それぞれ解答欄に記せ。 

ただし、例に示す内容を除く。 

 

 

 

 

 

 


